
相模原市り災関連廃棄物の受入れに関する要綱 

(趣旨) 

第１条  この要綱は、り災関連廃棄物の受入れについて必要な事項を定める｡ 

(り災関連廃棄物の定義) 

第２条 り災関連廃棄物とは、り災者及び業者等が、相模原市廃棄物の減量化、資

源化及び適正処理等の推進に関する条例等施行規則(昭和４７年相模原市規則第

１６号)第２９条第１項及び相模原市ごみ処理手数料の減免実施要綱第３条第１

号の規定(これらの規定を第７条において「災害のための減免規定」という。)に

より、一般廃棄物搬入申請書に市が発行する「り災証明書」又は「り災届出証明

書」を添付した時に搬入する廃棄物とする。 

(り災関連廃棄物の範囲) 

第３条 処理することができる、又は処理することができないり災関連廃棄物の種

類等は別表のとおりとする｡  

(搬入場所)  

第４条 搬入場所は次に掲げる施設内とし、別表のり災関連廃棄物の種類等に従い

受け入れるものとする｡  

（１）南清掃工場 

（２）北清掃工場 

（３）津久井クリーンセンター 

 (休所日) 

第５条 前条各号に掲げる施設の休所日は、次のとおりとする。 

  ア 土曜日及び日曜日 

  イ １２月２９日から翌年の１月３日までの日 

  ウ 国民の祝日に関する法律(昭和２３年法律第１７８号)に規定する休日 

  エ アからウまでに掲げるもののほか、市長が定める日 

(受入れ時間) 

第６条 受入れ時間は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長が必要と認めると

きは、これを変更することができる。 

（１）南清掃工場及び北清掃工場 午前８時３０分から午前１１時４５分まで及び

午後１時から午後４時まで 



（２）津久井クリーンセンター 午前９時から午前１２時まで及び午後１時から午

後４時まで 

 (処理手数料)  

第７条 り災者及び業者等がり災関連廃棄物を搬入したときは、災害のための減免

規定に基づき、処理手数料の全額を免除する｡  

(事前協議)  

第８条 り災者及び業者等は、り災廃棄物を搬入しようとするときは、第４条に掲

げる施設と事前に協議しなければならない｡  

(その他)  

第９条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に定める｡  

附 則 

この要綱は、平成２７年９月１日から施行する。 



別表(第３条関係) 

 

 処理できる物 処理できない物 

共 通 木くず類、布類、布団、紙類、

畳(１／３に切断したもの。)、

家財道具類、灰(土やコンクリ

ート片等焼却不可能な物が混在

していない場合に限る。) 

※南清掃工場については、焼却

可能なものに限る。 

・処理困難物（自動車、オート

バイ、タイヤ、バッテリー、ピ

アノ、鉄骨、金庫等） 

・危険物（プロパンガスボン

ベ、消火器、廃油、薬品、塗料

等） 

・石膏ボード、断熱材、コンク

リート類等焼却不可能な物 

個別 南清掃

工場 

・木材(４寸角(１２ｃｍ)以下

で長さ２ｍ以下のものに限

る。) 

・木製家具類(金属等を含まな

いもので、かつ、最大の辺又は

径が２ｍ以下のものに限る。) 

・トタン等の金属類 

・家電製品 

 

 

 

北清掃

工場 

・木材(３寸角(１０ｃｍ)以下

で長さ５０ｃｍ以下のものに限

る。) 

・家具 

・家電製品 

 

津久井

クリー

ンセン

ター 

・木材(３寸角(１０ｃｍ)以下

で長さ２ｍ以下のものに限

る。) 

・木製家具類(金属等を含まな

いもので、かつ、最大の辺又は

径が２ｍ以下のものに限る。) 

・トタン等の金属類 

・家電製品 

 


